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９月末の人口と世帯数 人口▶165,303人（前月比－４人）男▶78,853人   女▶86,450人   世帯▶89,636世帯（前月比＋43世帯）
９月の火災発生件数  ３件（前月比±０件） ９月の家庭ごみ排出量  ごみ量▶2,561t（前年同月比＋13t）資源ごみ（Sの日）量▶664t（前年同月比＋38t）
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　コミュニティ・スクールは、学校・家庭・地域で構成する会議（学
校運営協議会）を設置した学校のことです。会議では、学校の運営や
課題のほか、地域の子どもたちにどのように育ってほしいかという目
標を共有し、目指す子ども像の実現に向けて、学校・家庭・地域が協
議を重ね、協力しながら活動します。（図）
　これまでも学校では、登下校の見守り活動や放課後子ども広場など、
家庭や地域と協力をしてきましたが、学校の運営や支援に関わる協議
に、家庭や地域の参画を制度的に保障しているところがコミュニティ・
スクールの特徴です。

構成メンバー
＊学校関係者
＊保護者
＊地域の皆さん
＊�学校支援ボラン
ティア　　　など

活動例
＊放課後子ども広場
＊登下校の見守り
＊ミシンのサポート
＊地域一体のお祭り
＊本の読み聞かせ
＊餅つき大会
＊�スケートリンク造
成協力　　　など

　これからの予測困難な社会を生きる力を育むためには、学校だけで
なく、地域全体で子どもの成長を支える仕組みが必要と考えられてい
ます。
　子どもの学びの場を学校だけに限定せず、家庭はもとより地域全体
を学びの場として捉え、学校・家庭・地域が目標を共有して、ともに
子どもたちを育んでいくために「コミュニティ・スクール」の導入を
推進しています。
　次頁では、コミュニティ・スクールを開始した学校関係者へのイン
タビューを紹介しています。

学校運営
協議会

地域学校
協働活動

地域とともにある地域とともにある
学校づくり学校づくり

�学校地域連携課（市庁舎８階、�学校地域連携課（市庁舎８階、☎☎65・4162）65・4162）問い合わせ

掲載情報は10月13日時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載内容や行事などの日程が変更になる場合があります。
新型コロナワクチン接種実施中　予約は、帯広市新型コロナワクチンコールセンター（ナビダイヤル 0570・015・586）へ。
また、新型コロナウイルス感染症について、正しく理解し思いやりある行動を。詳しくは14頁をご覧ください。

コミュニティ・スクールってなに？

なぜ、コミュニティ・スクールにする
必要があるの？

　これからの時代をたくましく生きる子どもたちを育むた　これからの時代をたくましく生きる子どもたちを育むた
め、学校・家庭・地域が、目標を共有し協働する学校であるめ、学校・家庭・地域が、目標を共有し協働する学校である
「コミュニティ・スクール」について紹介します。「コミュニティ・スクール」について紹介します。

夏休み学習支援の様子（平成30年撮影）夏休み学習支援の様子（平成30年撮影）

図　コミュニティ・スクールのイメージ

目指す子ども像の共有と活動の振り返り目指す子ども像の共有と活動の振り返り

目指す子ども像の実現に向けた協働活動目指す子ども像の実現に向けた協働活動

〜コミュニティ・スクール〜〜コミュニティ・スクール〜
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従来のおままごと遊びや
木製遊具はそのままに、よ
り多様な遊びができるよ
う、知育遊具を活用した壁
遊びスペースやからだ遊
び遊具を設置
しました。

導入年度 学　校　名

令和元年度
緑丘小、啓北小、つつじが丘小、大
空中校区（大空小・大空中）、第七
中校区（大正小・愛国小・第七中）

令和２年度 清川中校区（清川小・清川中）、
八千代中校区（広野小・八千代中）

令和３年度

帯広小、西小、明星小、北栄小、東
小、啓西小、豊成小、若葉小、花園
小、開西小、第一中、第二中、第五
中、翔陽中、川西中校区（川西小・
川西中）、南商業高校

令和４年度
柏小、光南小、稲田小、栄小、広陽
小、明和小、森の里小、第四中、第
八中、南町中、西陵中、緑園中

地域とともにある学校づくり

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
経
験
者
に
聞
き
ま
し
た

各学校の
コミュニティ・スクール

導入時期

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

地
域
で
学
校
を
支
え
、

　
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

　
市
で
は
、
地
域
の
人
と
の
関

わ
り
を
通
し
て
「
ふ
る
さ
と
」

に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
育

み
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
子
ど
も
を
育
て
る
「
お

び
ひ
ろ
市
民
学
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
学
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
は
「
自
分
は
変
わ
る
こ

と
が
で
き
る
」
こ
と
と
「
自
分
が
動
く
こ
と
で
世
の
中
は

変
わ
る
」
こ
と
に
気
付
き
、
自
己
有
用
感
を
高
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
も
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

協
働
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
必
然
と
言
え
る

の
で
す
。

　「
人
口
が
減
少
す
る
中
、
ど
う
地
域
運
営
を
し
て
い
く
か
」

は
、
多
く
の
ま
ち
が
抱
え
て
い
る
課
題
で
す
。
そ
の
解
決

の
糸
口
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
共
に
学
び
、
共
に
地
域
を

創
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
郷
土
愛

や
ふ
る
さ
と
教
育
か
ら
さ
ら
に
進
ん
だ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
そ
の
一
歩
な
の
で
す
。

帯
広
第
五
中
学
校
　
　
　

　
校
長
　
野
上
　
泰
宏

　
緑
丘
小
学
校
保
護
者
会
会
長

を
歴
任
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

学
校
現
場
の
大
変
さ
と
、
地
域

と
の
協
力
関
係
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
「
放
課
後
子
ど
も
広
場
」

を
通
じ
て
、
地
域
の
人
々
が
学

校
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と

も
知
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
学
校
と
地
域
と
を
結
び
つ

け
る
、
学
校
支
援
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
長

年
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導

入
す
る
こ
と
に
少
し
の
疑
問
も
抵
抗
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
む
し
ろ
、
学
校
は
地
域
と
共
に
あ
る
の
で
す
か
ら
、

そ
の
呼
称
は
当
然
と
も
言
え
ま
す
。

　
学
校
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
地
域
が
学
校
を
助
け
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
え
る
よ
う
に
学
校
を
支
え
る
、

そ
の
一
方
で
私
た
ち
も
ま
た
学
校
を
地
域
の
拠
り
所
と
す

る
。
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
あ
る
べ
き
真

の
姿
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

緑
丘
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
協
議
会
　

　
会
長
　
保
前
　
明
美

　市では、令和元年度に市内８つの小中学校
でコミュニティ・スクールを導入し、下記の
とおり順次導入校を拡大しています。

　市ホームページには、各校で実施した取り
組みなどを紹介した「帯広市コミュニティ・ス
クール通信」のバックナンバーを掲載していま
す。ぜひ、ご覧ください。

市ホームページID.1004732

児童会館
金田 裕子さん

改修後

もっくんひろば
《幼児～小学2年生向け》

新コーナー
《小学生向け》

改修後

改修前

　新型コロナウイルス感染症対策のため、各コーナーに定
員を設けています。また、入退館時の手指消毒など、感染
症の拡大防止にご協力をお願いします。

児童会館の屋内遊び場が
新しくなりました
10月１日リニューアルオープン

　　　　　　  児童会館（緑ケ丘２、　　　　　　  児童会館（緑ケ丘２、☎☎24・2434）24・2434）問い合わせ

　“子どもたちの体力づくりと豊かな創造力を育むこと”をコンセプト
に、児童会館の屋内遊び場を21年ぶりにリニューアルしました。
　子どもの成長や発達にあわせた多様な遊びの空間に生まれ変わりまし
たので、ぜひご利用ください。

　新たに設置した小学生向けの新コーナーの名称を公募しまし
た。決定次第、市ホームページなどで紹介します。

リニューアルのポイント

　幼児から小学校低学年対象の「もっくんひろば」「木の遊園地」にも
新たな遊具を追加し、さらに遊びの幅が広がりました。

◉さまざまな形のマグネットブロックをくっつけて遊べるウォールキャンバス
◉歯車を組み合わせ、回して遊べるギアウォール
◉乗ったり積み上げたり、いろいろ遊べるクッションブロック　など

従来コーナーに新しい遊具を追加1

　体を使った遊びや創造遊びを楽しむ遊具を取りそろえ、靴を脱いで遊
べるコーナーを新設しました。

◉木製とポリウレタン樹脂のホールドやロープを使って壁を登る、高さ約2.8ⅿ、
　幅約7.2ⅿのボルダリングウォール
◉自由に組み立てて遊べる、軽くて柔らかい大型ブロック
◉くぐったり渡ったり、アスレチックのように遊べるクッションブロック
◉弾む運動ができるエアマット

小学生を対象としたコーナーを新設2

壁を明るい色に変え、新
たに小学生を対象とし
た靴を脱いで遊べる約
75㎡のコーナーを設け
ました。従来の卓球・エ
アホッケーも、引き続き
お楽しみいただけます。
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公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
は
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
市

の
財
政
状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、

長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
公
共
施
設

等
の
機
能
が
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
施
設
総
量
の

適
正
化
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

公
共
施
設
の
状
況

　

市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
は
、
令
和

３
年
３
月
末
現
在
で
、
２
８
１
施
設
、

４
億
円
と
な
り
、
直
近
５
年
間
に
要
し

た
費
用
の
平
均
と
な
る
約
15
・
９
億
円

の
約
４
・６
倍
に
相
当
し
ま
す
。（
図
２
）

　

今
後
、
多
く
の
施
設
で
大
規
模
改
修

や
更
新
が
必
要
と
な
る
時
期
を
迎
え
ま

す
が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
や
市
税

収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
施
設
の
整

備
に
充
て
ら
れ
る
費
用
は
限
ら
れ
て
く

る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

現
状
の
ま
ま
す
べ
て
の
公
共
施
設
を
所

有
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

利
用
状
況
の
変
化

　

公
共
施
設
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
変
化

や
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
、
施
設
に
よ
っ
て
は
利
用

者
数
に
偏
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
に
お
い
て
も
、
部
屋

ご
と
の
利
用
率
に
大
き
な
差
が
生
じ
る

な
ど
、
施
設
整
備
時
に
想
定
し
て
い
た

利
用
形
態
と
実
際
の
利
用
実
態
に
乖か
い
り離

が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る
公
共
施
設
の

今
後
の
取
り
組
み

　

公
共
施
設
は
、
日
常
生
活
を
支
え
る

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
そ
の
在
り

方
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

単
に
施
設
を
減
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、

長
寿
命
化
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
保

全
・
活
用
や
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど

に
よ
る
効
率
的
な
管
理
・
運
営
に
取
り

組
み
、
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
時
代
に
適
し
た
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

延
床
面
積
は
約
74
・
１
万
平
方
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
年
前
の
平
成
28
年
３
月
末
時
点
と

比
較
す
る
と
、
施
設
数
は
６
カ
所
減
少

し
、
延
床
面
積
は
０
・
８
万
平
方
メ
ー

ト
ル
減
少
し
て
い
ま
す
。（
表
）

　

近
年
で
は
平
成
28
年
12
月
に
清
流
の

里
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
ほ
か
、

平
成
29
年
３
月
に
帯
広
中
央
駐
車
場
の

廃
止
、
平
成
30
年
５
月
に
は
帯
広
駅
前

バ
ス
待
合
所
の
建
て
替
え
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

公
共
施
設
を
取
り
巻
く
環
境

　

市
で
は
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
平

成
10
年
代
に
か
け
て
、
人
口
の
増
加
や

都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
多
く
の
公
共

施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
多
く
の
施
設
で
老
朽
化

が
進
み
、
大
規
模
な
改
修
や
更
新
が
必

要
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
３
月
末
現
在
で
、全
体
の
55
・
１
パ
ー

セ
ン
ト
が
、
築
30
年
以
上
を
経
過
し
て

い
ま
す
。（
図
１
）

多
額
の
維
持
管
理
・
更
新
費
用

　

す
べ
て
の
公
共
施
設
を
こ
れ
ま
で
通

り
に
所
有
し
続
け
た
場
合
、
今
後
40
年

間
に
必
要
と
な
る
改
修
・
更
新
費
用
を

試
算
す
る
と
、毎
年
度
平
均
で
、約
72
・

公
共
施
設
の
現
状
と
未
来

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

　
帯
広
市
内
の
多
く
の
公
共
施
設
で
老
朽
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
29
年
２
月
に
策
定
し
た
「
帯
広
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
統
廃

合
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
画
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
５
）

問
い
合
わ
せ

表　公共施設数と総延床面積

図１　公共施設の建築年別整備状況

図２　今後40年間に必要となる、１年当たりの公共施設の改修・更新費用の推計

施設分類
H28.３.31時点 R３.３.31時点 増△減

施設数 延床面積 施設数 延床面積 施設数 延床面積
地域コミュニティ施設 51 2.9 52 3.0 1 0.1
市民文化・社会教育系施設 11 4.3 11 4.3 0 0.0
スポーツ・レクリエーション系施設 28 6.2 27 7.1 △ 1 0.9
産 業 系 施 設 14 1.9 14 2.1 0 0.2
学 校 教 育 系 施 設 43 26.5 43 26.5 0 0.0
子 育 て 支 援 施 設 55 1.5 55 1.2 0 △ 0.3
保健・福祉・医療施設 7 1.3 7 1.3 0 0.0
公 営 住 宅 22 22.8 22 22.7 0 △ 0.1
行 政 系 施 設 22 4.2 19 4.0 △ 3 △ 0.2
その他施設・普通財産 34 3.4 31 1.9 △ 3 △ 1.4
合 計 287 74.9 281 74.1 △ 6 △ 0.8

［延床面積の単位：万㎡］

これまでの公共施設マネジメントの主な取り組み事例

【岩内自然の村】 ○�主に青少年の自然体験の場として
の利用を目的に、昭和56年に開村。
施設の老朽化が進み、耐震改修な
どの大規模な改修が必要な状況。

○�加えて利用者の減少、類似施設の
整備が進んでいることなどから、市
民の自然体験施設として一定の役
割を果たしたものと判断し、民間
事業者などによる施設利活用の可
能性について幅広く検討を行う。

民間提案型調査の実施
（令和３年９月から調査開始）

【火葬場】 ○�市内で唯一の火葬場であり、今
後、高齢化の進行に伴い火葬件数
の増加が予測される。

○�施設の老朽化が進んでいるが、躯
く

体
た い

自体は耐震性を有しているた
め、施設の長寿命化を図り、でき
る限り長く施設を利用する。

施設の長寿命化
令和元年度より火葬炉の
長寿命化などを実施（ ）

【消防署西出張所・緑ヶ丘出張所】○�西出張所は、消防署に求められる
耐震性能を有しておらず、施設の
老朽化も進行していた。

○�建設当時よりも、火災時などの現
地到着が可能な範囲が広がってい
ること、施設の統廃合で維持管理
費の縮減が可能となることから、
緑ヶ丘出張所と統合し、柏林台地
区に新たな出張所を整備した。

施設の統廃合
（令和２年７月から運用開始）

【総合体育館】 ○�市民の体力づくりやスポーツ競技
の場として、昭和47年に建設さ
れた旧総合体育館は、施設の老朽
化が進み、耐震改修などが必要と
なっていた。

○�民間の経営能力・技術力を活用し
た施設の整備により、事業費の抑
制・平準化や質の高い施設サービ
スの提供を図る。

民間活力を活用した施設整備
（令和２年２月から供用開始）

（柏林台出張所）

（よつ葉アリーナ十勝）
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病
院
を
受
診
す
る
と
き
に
、
健
康
保

険
が
使
え
な
い
医
療
が
あ
る
よ
う
に
、

整
骨
院
・
接
骨
院
、は
り
・
き
ゅ
う
、マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
を
受
け
る
と
き
も
、

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

で
も
、
全
額
自
己
負
担
で
あ
れ
ば
施
術

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

整
骨
院
・
接
骨
院

　

柔
道
整
復
師
が
、
捻
挫
、
打
撲
、
挫

傷
、
骨
折
、
脱
臼
な
ど
の
急
な
け
が
を
、

整
復
や
固
定
な
ど
を
し
て
治
療
し
ま
す
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

・
捻
挫
（
く
じ
く
・
ひ
ね
る
）

・
打
撲
（
打
ち
身
）

・
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）

・�

骨
折
、
脱
臼
（
応
急
手
当
て
を
除
い

て
、
医
師
の
同
意
が
必
要
）

・�

骨
、
筋
肉
、
関
節
の
け
が
や
痛
み
で
、

そ
の
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と

き

《
負
傷
例
》

・�
転
ん
で
膝
を
打
っ
た
り
、
足
首
を
ひ

ね
っ
た
り
し
て
痛
み
が
で
た
と
き

・�

加
齢
に
伴
っ
て
指
や
膝
の
関
節
が
変

形
し
た
り
、
背
中
が
曲
が
っ
た
り
し

て
、
わ
ず
か
な
動
作
で
関
節
、
筋
肉

な
ど
を
痛
め
た
と
き

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

・�

疲
労
性
、
慢
性
的
な
要
因
か
ら
く
る

肩
凝
り
な
ど

・�

脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や
、

症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の

施
術

・�

病
院
、
診
療
所
な
ど
で
同
じ
け
が
な

ど
を
治
療
中
の
場
合

・�

仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
の
け
が
で
、

労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
も
の

は
り
・
き
ゅ
う

　

は
り
師
が
金
属
の
細
い
針
を
経け
い

穴け
つ

（
ツ
ボ
）
に
刺
し
た
り
、
き
ゅ
う
師
が

も
ぐ
さ
を
燃
や
し
て
ツ
ボ
に
刺
激
を
加

え
て
病
気
を
治
療
し
ま
す
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

　

次
の
病
気
や
症
状
で
、
医
師
が
必
要

と
認
め
る
場
合
。
な
お
、
医
師
の
同
意

書
ま
た
は
診
断
書
を
施
術
所
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
神
経
痛

・
リ
ウ
マ
チ

・
頸け
い
わ
ん腕

症
候
群

・
五
十
肩

・
腰
痛
症

・
頚け
い
つ
い椎
捻
挫
後
遺
症　

な
ど

　

慢
性
的
な
痛
み
で
、
神
経
痛
・
リ
ウ

マ
チ
な
ど
同
じ
範
囲
と
認
め
ら
れ
る
疾

患
や
、
変
形
性
膝
関
節
症
を
含
む
関
節

症
も
、
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

・�

医
療
上
、
は
り
・
き
ゅ
う
を
必
要
と

す
る
症
例
以
外
の
も
の

・�

病
院
、
診
療
所
な
ど
で
同
じ
疾
患
を

治
療
中
の
場
合

・
医
師
の
同
意
が
な
い
場
合

マ
ッ
サ
ー
ジ

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
な
ど
が
手
を
使
っ
て

血
行
を
よ
く
す
る
こ
と
で
治
療
し
ま
す
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

　

次
の
よ
う
な
症
状
で
、
医
師
が
必
要

と
認
め
る
場
合
。
な
お
、
医
師
の
同
意

書
ま
た
は
診
断
書
を
施
術
所
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・�

筋
肉
が
ま
ひ
し
て
自
由
に
動
か
せ
な

い
症
状
（
筋
ま
ひ
）

・�

関
節
が
硬
く
て
動
き
が
悪
い
症
状

（
関
節
拘こ
う
し
ゅ
く縮
）　

な
ど

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

・�

医
療
上
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す

る
症
例
以
外
の
も
の

・�

疲
労
回
復
や
癒
し
を
目
的
と
す
る
も

の
・
医
師
の
同
意
が
な
い
場
合

施
術
を
受
け
る
と
き
の

注
意
事
項

負
傷
原
因
を
は
っ
き
り
伝
え
ま
し
ょ
う

　

い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
し
て
、
ど
ん

な
症
状
が
あ
る
の
か
を
、
正
確
に
伝
え

て
、
健
康
保
険
が
使
え
る
の
か
を
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
は

患
者
本
人
が
署
名
を

　

整
骨
院
な
ど
で
施
術
を
受
け
た
際
に

署
名
を
求
め
ら
れ
る
「
療
養
費
支
給
申

請
書
」
は
、
患
者
が
柔
道
整
復
師
な
ど

に
委
任
を
し
て
、
治
療
費
を
保
険
者
に

請
求
し
、
支
払
い
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
書
類
で
す
。
委
任
欄
に
記
入
す
る

際
は
、
傷
病
名
、
日
数
、
金
額
を
よ
く

確
認
し
、
原
則
患
者
本
人
が
自
筆
で
署

名
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
首
の
負
傷
な
ど
に
よ
り
自
筆
で
き

な
い
場
合
は
代
筆
で
も
可
能
で
す
が
、

そ
の
場
合
は
押
印
（
は
り
・
き
ゅ
う
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
）
や
母
印
（
整
骨
院
・
接

骨
院
）
が
必
要
で
す
。

　

白
紙
の
用
紙
に
署
名
を
し
た
り
、
印

鑑
を
渡
し
た
り
す
る
の
は
、
誤
っ
た
請

求
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

領
収
書
は
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

市
が
定
期
的
に
送
付
す
る
医
療
費
通

知
の
金
額
な
ど
に
相
違
が
あ
っ
た
場
合

は
、
国
保
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
領
収
書
は
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
際
に
も
必
要
に
な
る
の
で
大
事
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、

医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

長
期
の
施
術
を
受
け
て
も
改
善
が
み

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
内
科
的
要
因
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
医
師
の
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
が

使
え
る
施
術
と
使
え
な
い
施
術

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
か
か
り
方

　
施
術
に
か
か
る
費
用
は
、
内
容
に
応
じ
て
国
民
健
康
保
険
な
ど
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。
健
康
保
険
が
使
え
る
範
囲
を
、
柔
道

整
復
師
や
、
は
り
・
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
な
ど
に
よ
く
確
認
し
て
か
ら
、
適
切
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
課
給
付
係　
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

問
い
合
わ
せ

整骨院

重
複
不
可×

重
複
不
可×

11月

長引けば
　病院に行くか…

　市では、整骨院・接骨院、はり・きゅうなどにかかる「療養
費支給申請書」の内容点検と施術内容の確認を行っています。
　適正な医療費を支払う上で調査が必要と判断したときには、
文書で負傷原因や治療日数・内容などを照会する場合がありま
す。照会の文書が届いたら、回答にご協力をお願いします。
※�皆さんからの回答結果は、この目的以外に利用することはあ

りません。

受診内容などの照会にご協力ください

　整骨院・接骨院な
ど で 治 療 し た と き
は、負傷部位、施術
内容、施術年月日を
記録して、領収書を
保管してください。

治療記録・領収書は必ず保管してください
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
が
１０
月
か
ら

開
始

　

10
月
20
日
か
ら
順
次
、
準
備
の
整
っ

た
医
療
機
関
・
薬
局
な
ど
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す

る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な
ど

か
ら
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

健
康
保
険
証
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

●�
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
病
院
や
薬
局
で
、
顔

認
証
に
よ
る
自
動
受
付
が
行
え
ま
す
。

●�

過
去
に
処
方
さ
れ
た
薬
や
特
定
健
診

の
情
報
が
連
携
さ
れ
、
本
人
が
同
意

す
る
と
医
師
な
ど
も
参
照
で
き
ま
す
。

●�

本
人
が
同
意
す
る
と
、
限
度
額
適
用

認
定
証
が
な
く
て
も
、
高
額
療
養
費

制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超
え
る
支

払
い
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

●�

健
康
保
険
が
変
更
と
な
っ
た
際
、
新

し
い
医
療
保
険
者
へ
手
続
き
が
完
了

し
て
い
れ
ば
、
保
険
証
発
行
前
で
も

保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●�

令
和
３
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
か

ら
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
医

療
費
通
知
情
報
の
反
映
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
あ
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
95
・
０

１
７
８
（
内
閣
府
）
ま
た
は
、
お
持
ち

の
健
康
保
険
証
の
発
行
機
関
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
加
入
者
は
、
国
保
課
（
市
庁
舎

１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・

申
込
期
限
が
１２
月
末
ま
で
延
長

　

令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人
や
、
す
で

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て

い
る
人
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
対

象
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
領
後
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
し
込
み
、
12
月
末

ま
で
に
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物
を
す

る
こ
と
で
最
大
５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ

ン
ト
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マイナンバーカードが健康保険証としても
使用できるようになりました

市ホームページID.1009263

市ホームページID.1003526

　マイナンバーカードの手続
きについて、平日の来庁が困
難な人向けに、火曜夜間延長
窓口と土曜臨時窓口（交付専
用、事前予約制）を開設して
います。
　詳しくは、
市ホームペー
ジをご覧くだ
さい。

ますます便利になる
マイナンバーカード

マイナンバー制度に関することはICT推進課（市庁舎９階、
☎65・4117）、マイナンバーカードの申請・交付に関することは戸
籍住民課（市庁舎水道棟３階、☎65・4234）

問い合わせ

マイナンバーカードの申請方法

スマートフォンで

専用サイトから申請書がダウンロードできます
プリントアウトしてお使いください

交付申請書が
ない場合

マイナンバーカード 郵便

半分以上の人が
オンラインからの
申請なんだって！

❶スマホで顔写真を撮影 ❷スマホで交付申請書の
　二次元バーコードを読み取る

❸申請用WEBサイトに
　メールアドレスを登録

❹申請者専用WEBサイトのURLが届いたら、
　顔写真を登録、必要事項を入力して申請完了

パソコンで 郵便で 証明用写真機で
❶カメラで
　顔写真を撮影

❶交付申請書に必要事項を
　記入し、6カ月以内に撮影
　した顔写真を貼り付けて
　郵送し、申請完了

❶タッチパネルから
　「個人番号カード申請」
　を選択
❷撮影用の料金を投入
　して、交付申請書の
　二次元バーコードを
　バーコードリーダーに
　かざす
❸画面の案内にしたがっ
　て、必要事項を入力
❹画面の案内にしたがっ
　て、顔写真を撮影して
　送信し、申請完了

❷申請用WEB
　サイトにメール
　アドレスを登録

❸申請者専用
　WEBサイトの
　URLが届いたら、
　顔写真を登録、
　必要事項を入力
　して申請完了

ウェブ

女性に対する暴力根絶
のためのシンボルマーク

女
性
に
対
す
る
暴
力
と

女
性
に
対
す
る
暴
力
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響

の
影
響

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
、

性
犯
罪
・
性
暴
力
、
売
買
春
、
セ
ク
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
人
身
取
引
な

ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
、
決

し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
生
活
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
Ｄ

Ｖ
の
増
加
や
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
で
は
「
Ｄ
Ｖ
相

談
＋プ
ラ
ス

」
を
開
設
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
24
時
間
の
電
話
相

談
、
Ｗウ

ェ

ブ
Ｅ
Ｂ
面
談
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル

で
の
相
談
を
10
カ
国
語
対
応
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

性
暴
力
を
な
く
そ
う

性
暴
力
を
な
く
そ
う

　

性
犯
罪
・
性
暴
力
は
、
被
害
者
の
尊

厳
を
著
し
く
踏
み
に
じ
り
、
長
期
に
わ

た
り
心
身
に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
近
年
で
は
、
Ａ
Ｖ
（
ア
ダ
ル
ト

ビ
デ
オ
）
出
演
の
強
要
や
、
児
童
の
性

を
売
り
物
と
す
る
「
Ｊ
Ｋ
（
女
子
高

生
）
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
ど
、
10
代
20
代
の

女
性
に
対
す
る
性
暴
力
の
手
口
が
巧
妙

に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
意
の
な
い
性
的

行
為
の
強
要
は
、
す
べ
て
性
暴
力
で
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。パ

ー
プ
ル
リ
ボ
ン

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

運
動
と
は

運
動
と
は

　

パ
ー
プ
ル
（
紫
色
）
の
リ
ボ
ン
に
は
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
と
、
被
害
者

へ
の
「
あ
な
た
は
ひ
と
り
で
は
な
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る

こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
賛

同
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
展
会
場
に
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
に
参
加
し
、

暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

パ
ネ
ル
展

　

市
で
は
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
、
毎
年

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈮
～
25
日
㈭
、
▼
平

日
８
時
45
分
～
19
時
、
▼
土
・
日
曜
日
、

祝
日
10
時
～
17
時

場
所　

市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動

　
11
月
12
日
～
25
日
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間

で
す
。
令
和
２
～
４
年
度
の
テ
ー
マ
は「
性
暴
力
を
、な
く
そ
う
」で
す
。

市
民
活
動
課
男
女
共
同
参
画
係
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３

４
）問い
合
わ
せ

DV被害者相談　☎６５・４２３０
（女性相談サポートライン）

場　　所　市民活動課（市庁舎3階）
受付時間　�平日8時45分～ 17時30分（年末年始を除く）

「女性相談の日」　☎６５・４２００
場　　所　市民相談室（市庁舎１階）
受付時間　�毎週木曜日8時45分～ 17時30分（祝日・年末

年始を除く）

女性に対する暴力の相談窓口

0120・2
つ な ぐ

79・8
は や く

89電 話
24時間受付
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

す
。
児
童
虐
待
と
は
、
子
ど
も
を
守
る

べ
き
立
場
の
保
護
者
が
、
子
ど
も
に
心

理
的
・
身
体
的
な
危
害
を
加
え
た
り
、

衣
食
住
の
ケ
ア
を
行
わ
な
い
な
ど
、
子

ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な
成

長
・
発
達
を
損
な
う
こ
と
で
す
。

し
つ
け
と
虐
待
は
違
う

　

し
つ
け
は
、
子
ど
も
が
自
分
で
感
情

や
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
大
人
が
教
え
る
こ
と
で
、
虐
待
は
、

子
ど
も
の
行
動
を
暴
力
な
ど
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
親
は
し
つ
け

の
つ
も
り
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有

害
な
行
為
で
あ
れ
ば
虐
待
で
す
。

虐
待
を
知
ら
せ
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン

　

虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
早
い

段
階
で
発
見
し
、
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
怒
鳴
り
声
や
子
ど
も
の
泣
き

声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
い
つ
も
と
様
子

が
違
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
は
子
ど
も

や
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
か
ら
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
図
）

周
り
の
大
人
は
迷
わ
ず
に
連
絡
を

　

子
ど
も
は
、
自
分
か
ら
「
助
け
て
」

と
言
う
こ
と
が
難
し
く
、
周
囲
の
大
人

が
気
付
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず

帯
広
市
ま
た
は
児
童
相
談
所
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
周
囲
の
大
人
の
ち
ょ
っ

と
し
た
気
付
き
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
り
、
保
護
者
を
救
う
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。

体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を
広
げ
よ
う

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
、
子
ど
も
へ
の

体
罰
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
つ
け
と
称
し
て
子
ど
も
を
た
た
い
た

り
、
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
子
ど

も
の
成
長
に
と
っ
て
悪
影
響
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
「
愛
の
鞭む
ち

ゼ
ロ
作
戦
」
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
み
ん
な
で

子
育
て
し
よ
う

　

子
育
て
の
悩
み
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
、
信

頼
で
き
る
人
や
相
談
機
関
へ
話
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

帯
広
市
や
児
童
相
談
所
は
、
通
報
を

受
け
付
け
る
だ
け
で
な
く
「
子
育
て
が

つ
ら
い
」「
子
ど
も
の
気
持
ち
が
分
か

ら
な
い
」
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。

１い
ち
は
や
く

８
９「
だ
れ
か
」じ
ゃ

な
く
て「
あ
な
た
」か
ら

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
あ
な
た
」
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
、「
子
ど
も
た
ち
の
声
」を
。

子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
０
０
）

問
い
合
わ
せ

＊�子育てに、体罰や暴言を
使わない。

＊�子どもが、親に恐怖心を持
つとSOSを伝えられない。

＊�爆発寸前のイライラをク
　ールダウン。
＊�親自身がSOSを出そう。
＊�子どもの気持ちと行動を

分けて考え、育ちを応援
する。

愛の鞭
むち

作戦0ゼロゼロ▽ＳＯＳサインを見つけたら

※�連絡者や連絡内容に関する秘
密は守られます。

児童相談所
全国共通ダイヤル

帯広市児童虐待防止110番

〈お近くの児童相談所につながります〉

1 8 9
いち☎
21-0110☎

はや く

24時間

▲市ホームページ ▲すこやかネット

相談窓口
子育て世代包括支援センター

（子育て支援課内、☎25・9700）
帯広児童相談所（☎22・5100）
子育てに役立つ情報を掲載しています

□�いつも子どもの泣
き叫ぶ声や保護者
の怒鳴っている声
が聞こえる
□�不自然な外傷（あ
ざ、打撲、やけど
など）がある
□�衣類や身体が極端
に不潔である
□食事に異常な執着を示す
□�ひどく落ち着きがなく乱暴、情緒不
安定である
□表情が乏しく活気がない

□�地域や親族などと交流がなく、孤立
している
□�小さい子どもを家に残したまま、よ
く外出している
□�子どもの養育に関して拒否的、無関
心である
□�子どもを甘やかすのは良くないと強
調する
□�子どもに対して拒否的な発言をする
□�気分の変動が激しく、子どもや他人
にかんしゃくを爆発させることがある

子ども

保護者

ＳＯＳサインを
見逃さないで！

図　子どもや保護者が発するSOSサイン

　

帯
広
市
で
は
、
休
日
や
夜
間
に
急
に

病
気
に
な
っ
た
時
で
も
安
心
し
て
医
療

機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
症
状
の

重
さ
に
応
じ
て
、
救
急
医
療
機
関
の
役

割
を
三
段
階
に
区
分
し
て
、
救
急
患
者

に
対
応
し
て
い
ま
す
。（
図
）

救
急
医
療
機
関
の
役
割

　

休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
機
関
は
、

突
発
的
な
症
状
で
、
緊
急
処
置
が
必
要

な
患
者
が
対
象
の
受
診
窓
口
で
す
。
軽

症
者
が
二
次
・
三
次
救
急
医
療
機
関
を

受
診
す
る
と
、
緊
急
性
の
あ
る
重
症
患

者
の
処
置
が
遅
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

日
中
か
ら
症
状
が
あ
る
人
や
、
家
族

の
応
急
手
当
で
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
軽
い
症
状
の
人
は
、
通
常

の
診
療
時
間
帯
で
か
か
り
つ
け
医
な
ど

の
医
療
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

休
日
・
夜
間
に
急
病
に
な
っ
た
ら

　

休
日
や
夜
間
に
急
病
に
な
っ
た
と
き

は
、
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
休
日
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
で
対
応
し
て
い
な
い
時
間
帯
や
診

療
科
目
は
、
救
急
医
療
当
番
医
が
対
応

し
ま
す
。（
表
）

緊
急
を
要
す
る
と
き
は

　

意
識
が
な
い
・
呼
吸
困
難
・
激
し
い

胸
痛
や
頭
痛
・
多
量
出
血
・
広
範
囲
の

や
け
ど
な
ど
の
緊
急
時
は
、
迷
わ
ず
１

１
９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
救
急
医
療
の

適
切
な
利
用
を

市
民
の
命
を
守
る
救
急
医
療

　
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
医
療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
救
急
医
療
機
関

を
適
切
に
利
用
し
、
受
診
す
る
際
は
各
施
設
の
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
０
）

問
い
合
わ
せ

図　救急医療体制

軽　症
休日・夜間の急な病気やけが

重　症

休日夜間急病セン
ター、当番医

初期救急
医療機関
初期救急
医療機関

かぜの発熱、下痢
など、外来で対処
できる軽症者への
対応

市内９医療機関

転送（症状が非常に重く、生死にかかわるとき）

×
二次救急
医療機関
二次救急
医療機関

入院や手術が
必要な重症患
者への対応

帯広厚生病院
救命救急センター

三次救急
医療機関
三次救急
医療機関

心肺停止などの生
死にかかわる重篤
な患者への対応

転
送（
重
症
の
と
き
）

転
送（
さ
ら
に
重
症
の
と
き
）

※１　当番医は以下の病院案内サービスに問い合わせるか、帯広市医師会のホームページをご覧ください。
※２　�夜間診療の混雑により、午前8時45分の休日診療受付開始に支障が見込まれる場合は、夜間診療

の受付終了時間を早め、休日診療へご案内する場合があります。

表　休日・夜間の救急医療機関・救急当番医・小児救急医療の案内

診療日 診療時間 病院名 診療科 問い合わせ

平日
19時～21時 夜間の当番医 内科・

小児科 ※１

21時～翌朝8時 休日夜間
急病センター

内科・
小児科 

柏林台西町２、
☎38･3700※２

日曜日・祝日
・年末年始

９時～17時 休日の当番医 外科系
※１

19時～21時 夜間の当番医 内科・
小児科 

９時～17時
21時～翌朝8時

休日夜間
急病センター

内科・
小児科 

柏林台西町２、
☎38･3700※２

病院名 電話番号 所在 診 療 時 間 診療科

十勝歯科
保健センター ☎25・2172 東7南9

日曜日・祝日：9時〜13時 
年末年始・ゴールデンウイーク：
9時～16時

歯科

救 急 医 療 機 関

救 急 歯 科 医 療

子どもが急病！病院へかかる前に…

病院案内サービス 電話番号 携帯電話から 受 付 時 間  

帯広市急病
テレホンセンター ☎26・1099 同左 

平日・日曜日・祝日：16時～22時
土曜日：12時～21時
上記以外の時間帯は、音声案内
となります。
年中無休

北海道救急医療
情報案内センター

0120・
20・8699 

☎011・　
221・8699 

24時間・年中無休
医療機関案内サービスのみで、
医療相談は行っていません。	

帯広市医師会ホームページ
HP▶http://www.obihiro-med.or.jp/ 

検 索帯広市医師会

休 日・ 夜 間 救 急
医 療 当 番 案 内

医療情報サービス 問い合わせ先 受付時間 情 報 内 容

日本小児科学会
「こどもの救急」

HP▶http://kodomo-qq.jp/

24時間・
年中無休

子どもの病気の症状
から、簡単な対処法
や診察前に確認して
おくことなどを調べ
ることができます。

北海道小児救急
電話相談

☎011・232・1599
家庭のプッシュ回線また
は携帯電話からは、局番
なし#8000 

19時〜
翌朝8時
年中無休

直ちに救急病院にか
かる必 要 が あるか、
家庭でどのような応急
手当をすればよいかな
ど、アドバイスします。

こどもの救急

検 索

子ども虐待防止
オレンジリボン運動
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ホームページからご意見・お問い合わせができます　インターネットを使って帯広市ホームページの各ページの下にある「ご意見・お問い合わせフォーム」
から、質問や意見を受け付けていますのでご活用ください。　問 広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

　
「
ど
う
し
た
ら
こ
の
地
域
に
人
が
集

ま
る
だ
ろ
う
か
？
」
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
た
わ
が
国
の
地
方
都
市
に
お
け
る

共
通
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
で
す
。

　

私
は
、
地
域
に
人
が
集
ま
る
た
め
に

は
、
生
活
の
糧
と
な
る
「
仕
事
」
が
あ

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
人
が
生
き
て
い

く
た
め
に
は
食
べ
物
が
必
要
で
す
。
人

が
い
る
限
り
、
食
べ
物
を
つ
く
る
「
農
」

は
絶
対
に
無
く
な
ら
な
い
。
零ゼ
ロ

か
ら
一イ
チ

を
つ
く
る
基
本
価
値
と
し
て
の
「
農
」

が
こ
の
地
域
に
あ
り
ま
す
。
食
べ
物
を

つ
く
り
、
そ
の
食
べ
物
に
冷
凍
や
フ
リ

ー
ズ
ド
ラ
イ
と
い
っ
た「
技
術
」や「
加

工
」
を
施
せ
ば
保
存
や
運
搬
が
可
能
と

な
り
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
、
よ
り
早

く
遠
く
に
安
く
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

世
界
基
準
の
安
全
衛
生
管
理
に
基
づ
い

た
加
工
で
あ
れ
ば
、
国
内
は
も
と
よ
り
、

取
り
引
き
の
な
か
っ
た
外
国
に
も
売
れ

る
可
能
性
が
拡
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
外
に
お
金
を
払
っ

て
い
た
ま
ち
が
、
外
か
ら
お
金
が
入
っ

て
く
る
ま
ち
、
つ
ま
り
稼
ぐ
ま
ち
に
変

わ
る
。
結
果
、
地
域
の
経
済
が
よ
り
早

く
大
き
く
回
り
、
豊
か
に
な
る
。
そ
し

て
、
食
や
農
の
周
辺
ビ
ジ
ネ
ス
の
裾す
そ
の野

や
機
会
が
拡ひ
ろ

が
り
、
外
か
ら
人
も
集
ま

っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
一
言
で
い
う

と
「
十
勝
の
強
み
で
あ
る
農
業
を
さ
ら

に
成
長
・
変
革
さ
せ
て
、
新
た
な
仕
事

を
創
出
す
る
」
こ
れ
が
オ
ー
ル
十
勝
で

進
め
て
き
た「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」

の
考
え
方
で
す
。

　

国
に
お
い
て
も
、
昨
年
、
全
国
で
八

つ
の
拠
点
都
市
を
選
定
し
、
起
業
・
創

業
の
取
り
組
み
を
優
先
的
に
支
援
す
る

枠
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
帯
広
市
も

札
幌
市
と
組
ん
で
、
そ
の
拠
点
に
加
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

過
日
、
札
幌
で
開
か
れ
た
拠
点
都
市

の
報
告
会
で
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち

に
つ
い
て
説
明
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
取
り
組
み
を
通
じ
て
多
く
の
事
業

構
想
が
生
ま
れ
、
新
設
会
社
数
が
増
加

し
た
こ
と
、
そ
し
て
事
業
創
発
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
く
れ
た
延
べ
５
０
０

人
の
人
た
ち
が
、
そ
の
後
も
互
い
に
繋

が
る「
起
業
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」が
、
十

勝
に
出
来
つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
動
き
が
、
十
勝
・
帯

広
の
人
口
や
税
収
の
堅
調
な
推
移
、
公

示
地
価
や
基
準
地
価
と
い
っ
た
土
地
の

価
値
の
上
昇
な
ど
に
結
び
つ
い
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
内
閣

府
の
委
員
の
方
を
は
じ
め
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
大
変
熱
心
に
議
論
を
い
た
だ

き
、
併
せ
て
期
待
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な

仕
事
づ
く
り
を
生
み
出
す
機
運
や
活
力

を
感
じ
る
前
向
き
な
ま
ち
と
、
そ
う
で

な
い
ま
ち
は
、
今
後
の
人
口
推
移
に
お

い
て
大
き
な
差
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

市長コラム

帯広市長　帯広市長　米沢 則寿米沢 則寿

人が集まるまち人が集まるまち

おびひろ
夢かなうまち

火
災
死
者
の
約
６
割
は
住
宅
で
発
生

　

令
和
２
年
中
の
全
国
に
お
け
る
総
出

火
件
数
の
う
ち
、
住
宅
火
災
の
件
数
は

約
３
割
で
す
が
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
数
は
総
死
者
数
の
約
６
割
も
占
め
て

い
ま
す
。

　

帯
広
市
に
お
い
て
も
、
同
年
中
の
総

出
火
件
数
の
半
数
が
住
宅
火
災
で
、
火

災
に
よ
る
死
者
は
、
す
べ
て
住
宅
火
災

に
よ
る
も
の
で
し
た
。（
表
１
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱
を

感
知
し
、
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
知

ら
せ
る
警
報
器
で
す
。

　

令
和
２
年
中
に
お
け
る
帯
広
市
の
住

宅
火
災
の
被
害
状
況
を
見
る
と
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
た
場
合

は
、
負
傷
者
は
出
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

未
設
置
の
場
合
に
比
べ
、
焼
損
床
面
積

は
約
８
割
、
損
害
額
は
約
６
割
低
く

な
っ
て
お
り
、
被
害
軽
減
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。（
表
２
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

　

今
年
全
国
で
実
施
し
た
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
状
況
の
調
査
で
は
、
十

勝
は
全
国
・
全
道
平
均
よ
り
も
設
置
率

が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。（
表
３
）

　

現
在
、
住
宅
に
設

置
し
て
い
な
い
場
合

は
、
早
急
に
設
置
し
、

す
で
に
設
置
し
て
い

る
場
合
は
正
常
に
機

能
す
る
か
定
期
的
に

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
防
火
の
切
り
札

と
か
ち
広
域
消
防
局
予
防
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
３
階
、
☎

26
・
９
１
２
４
）

問
い
合
わ
せ

固
定
式
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
を
道
路

上
に
設
置
す
る
の
は
危
険
で
す

　

固
定
式
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
を
道
路
上

（
舗
道
や
植
樹
帯
な
ど
を
含
む
道
路
用

地
上
）
に
設
置
す
る
と
、
歩
行
者
や
自

転
車
、
通
行
す
る
車
両
が
ぶ
つ
か
る
な

ど
、
け
が
や
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
設
置
す
る
場
合
は
、

道
路
に
面
し
た
私
有
地
内
の
安
全
な
場

所
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ラ
ス
よ
け
サ
ー
ク
ル
を
活
用

し
ま
し
ょ
う

　

道
路
上
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
す
る
場
合
は
、
固
定
式
で
は
な
く
、

飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
や
、
折
り
た
た
み
式

の
カ
ラ
ス
よ
け
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
使
用

し
、
ご
み
収
集
後
は
、
通
行
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
収
納
し
て
く
だ
さ
い
。 　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設

や
場
所
を
変
更
す
る
場
合
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
の

手
引
き
」
を
作
成
し
ま
し
た

　

一
般
住
宅
用
と
共
同
住
宅
用
の
手
引

き
を
作
成
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
や
管
理
の
際
に
ご
活
用
い
た
だ

き
、
不
明
な
場
合
は

清
掃
事
業
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

正
し
く
ご
み
出
し

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
正
し
く
安
全
に

使
い
ま
し
ょ
う

清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・
２
３
１
１
）

問
い
合
わ
せ

ルールを守らずにごみを出した場合、収
集できない理由を書いた指導シールを貼っ
てごみステーションに置いていきます。ご
み出しの際には、前回自分の出したごみが
収集されているかを確認してください。

　「プラスチック製容器包装」などの資源
ごみの袋の中に使用済みのマスクやティッ
シュペーパーが誤って混入している場合が
あります。新型コロナウイルス感染拡大防
止のために、使用済みのマスクなどは「燃
やすごみ」の指定袋に入れ、しっかりとし
ばってからごみステーションに出してくだ
さい。

住宅用火災警報器のおかげで火災を防ぐことができた道内の事例

表１　火災発生状況

表 2　帯広市の住宅火災被害状況

令和２年 帯広市 全国（概数）
総出火件数 32件 3万4602件
住宅火災 16件 1万468件
総死者数 ４人 1321人
住宅火災による
死者数

４人 862人

令和２年 設置なし 設置あり
負傷者 ６人 ０人
焼損床面積 470㎡ 110㎡
損害額 1905万1000円 712万2000円

表 3　全国の設置率
( 令和３年６月１日時点 )

全国 83%
北海道 84%
十勝 79%

　台所でフライパンをこんろの火にかけたまま、居間
で寝てしまったため、内容物が焦げて煙が部屋に充満
した。煙に反応した住宅用火災警報器の警報音で目が
覚め、こんろの火を止めたため火災には至らなかった。

事例１

　調理中にIHクッキングヒーターから目を離したこと
により、鍋が空焚き状態となり、室内に煙が充満した。
煙に反応した住宅用火災警報器の警報音で居住者が気
付き、火災には至らなかった。

事例２

手引きは
こちら▼

カラスよけサークル

飛散防止ネット

ごみステーションを
利用する際の注意点！

自分の出したごみが収集され
ているか確認してください

マスクやティッシュペーパーは、
「燃やすごみ」です
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Ｂ型肝炎訴訟 帯広説明会　Ｂ型肝炎訴訟について知りたい人などを対象に説明会を開催します。当日、直接お越しください。　日 11月28日㈰、13時30分
〜16時30分　定 先着35人　場 とかちプラザ（西４南13）　問 全国Ｂ型肝炎訴訟北海道弁護団・倉本（☎ 050・3786・1570）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

往復はがきなど申込時の記載事項
①イベント・教室名（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）③氏名（ふりがな）④電話番号
⑤生年月日（スポーツ教室のみ）⑥性別（スポーツ教室のみ）
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）⑨返送先（往復はがきの場合）
　特に記載のない場合、申し込みは１人（組）１通。
　直接窓口で申し込む場合は、返信用のはがきを持参。

　申し込み方法などの記載がない場合は、参加無料ですので
当日会場へ直接お越しください。
　詳細は、各問い合わせ先に確認してください。（施設ごとに
業務時間が異なります）

　市役所代表　☎２４・４１１１、ＦＡＸ２３・０１５１
　帯広市ホームページ　https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話
Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

■お知らせの見方

イベント お知らせ募集健康・福祉講座

■カテゴリアイコンの見方

新型コロナウイルス感染症対策について新型コロナウイルス感染症対策について
　各種イベントなどに参加される際には、マスクの着用、施設入退館
時の手指消毒、３密（密集・密接・密閉）を避けるなど、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大防止にご協力ください。
　また、掲載している情報は編集時点（10月13日現在）のものです。
新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどが中止・変更
になる場合がありますので、ご了承ください。
　最新の実施予定は、各問い合わせ先に確認してください。

広報掲載記事に関連する広報掲載記事に関連するWW
ウェブウェブ

EBEBページをページを
簡単に探せます！簡単に探せます！

　広報記事内に記載されている７桁の数字（ページID）を、市ホーム
ページ内の「広報ページID検索」欄に入力するだけで該当WEBページ
のより詳細な情報を確認できます。ぜひご活用ください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

　小学生以下は保護者同伴。
場申問10月26日㈫〜各開催日の
前日までに、帯広の森・はぐくー
む（南町南９線49、☎66・6200）へ。
◆わくわく巣箱観察会
　森に設置した巣箱の観察と清
掃、利用状況の記録を行う。
日11月７日㈰、10時〜12時
定先着15人
◆森の寺子屋〜木の巻〜
　間伐やまき割り、たき火などに
挑戦する。
対小学１〜６年生
日11月13日㈯、10時〜15時
定先着15人
◆まき割り体験
　時間内の好きな時間に来て、ま
き割りを体験。申し込み不要。
日11月14日㈰、９時30分〜12時
◆森のリースづくり
　森の回廊＠

アット

十勝と共に、森の木
に巻き付いたつるを取る作業を行
い、つる材を活用してリース飾り
を作る。
日11月28日㈰、９時30分〜12時
定先着20人　　　￥100円
◆森の生き物講座（ほ乳類編）〜映
像で見るエゾユキウサギの生態〜
　野崎司春氏（帯広大谷短期大学
特任教授）を講師に、エゾユキウ
サギの生態について学ぶ。
日12月５日㈰、10時〜12時
定先着10人

姉妹都市大分市の
物産イベント

　姉妹都市締結55周年を記念し
て、生鮮品などの特産品を販売
するほか、マテナ珈

コーヒー

琲で限定メ
ニューを販売する。
日11月６日㈯〜７日㈰、10時〜
16時（マテナ珈琲は18時まで）
場とかちむら（西13南８、帯広競
馬場内）
問観光交流課（市庁舎７階、☎65・
4133）

おびZ
ズ ー

oo探検隊

　閉園中の動物園で、普段見るこ
とのできない動物たちの様子を観
察する。今回のコースは、アカカ
ンガルー、ミニチュアホース、リ
スザル、マンドリルです。小学生
以下は保護者同伴。
日11月28日㈰、13時30分〜15時
定抽選45人
場申問11月４日㈭〜18日㈭まで
に、郵便はがきに「申込時の記載	
事項」（８頁）を書いて、動物園（〒	
080・0846緑ケ丘２番地、☎24・
2437）へ。市ホームページから
も応募可能。当選者には別途通知。
市ホームページID.1005287

帯広の森・はぐくーむ
11月のお知らせ

　帯広の英会話学校の講師が、簡
単な英語を使って歌やダンスで子
どもたちと交流。テーマはクリス
マス。
対６歳までの子どもと保護者。兄
姉の参加も可能
日11月13日㈯、10時30分〜12時
定抽選40人
申11月２日㈫までに、
右のW

ウ ェ ブ

EBフォームから
申し込み。
場問森の交流館・十勝（西20南６、
☎34・0122）
市ホームページID.1001476

第34回
中学生からのメッセージ

　市内中学校の代表生徒が感動し
た体験や自分の考えなどを発表。
日11月13日㈯、13時〜15時40分
場とかちプラザ（西４南13）
問学校地域連携課（市庁舎８階、
☎65・4162）
市ホームページID.1004809

独身男性農業者との
オンライン恋活

　20歳から35歳までの独身男性農
業者とオンラインで１対１のトー
クやゲームを通じて交流を行う。
対20歳〜39歳の独身女性
日12月３日㈮、18時30分〜20時
30分
定先着５人
申問11月22日㈪までに、電話で農
業委員会事務局農地課（市庁舎７
階、☎65・4224）へ。
市ホームページID.1009919

百年記念館のイベント

場問百年記念館（緑ケ丘２、☎24・	
5352）
◆ロビー展「マッチ箱展５」
　帯広・十勝のお店に置かれてい
たマッチ箱を展示。
日11月25日㈭〜12月26日㈰、９
時〜17時30分
◆アイヌの料理体験交流会
　実際にアイヌの人たちが食べて
いた伝統料理を作り、試食する。
対小学生以上。小学生は保護者
同伴
日11月28日㈰、10時〜14時
場とかちプラザ（西４南13）
定先着20人　　　￥100円
申11月２日㈫〜23日㈷までに、
電話で百年記念館へ。

第65回
キッズ・プレイグラウンド
（クリスマス）

　契約トラブルや悪質商法など、
消費者問題についての無料弁護士
相談会を開催。
日11月19日㈮、13時30分〜15時
定先着３人
場申問11月11日㈭までに、直接
または電話で消費生活アドバイス
センター(西４南13、とかちプラ
ザ内、☎22・8393)へ。
担当課商業労働課

消費者問題の無料弁護
士相談会

　女性が抱えるさまざまな問題に、	
女性の人権擁護委員が中心となり、	
無料で相談に応じる。（秘密厳守）
日11月17日㈬、13時〜15時30分
（最終受け付け15時）
場とかちプラザ（西４南13）
問帯広人権擁護委員協議会（東
５南９、釧路地方法務局帯広支局
内、☎24・5853）
担当課市民活動課

女性のための
人権なんでも相談所
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冬期間公園のトイレ・水飲み場を11月１日㈪から閉鎖します　次の公園のトイレは冬期間も使用できます。▶緑ヶ丘（グリーンパーク横、多目的広場、児
童遊園） ▶大通 ▶白樺 ▶大空 ▶みなみ野 ▶東 ▶中央（南側） ▶あづさ ▶サケのふる里 ▶まなび野　問 みどりの課（市庁舎６階、☎ 65・4186）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

定各先着30人
場問森の交流館・十勝（西20南６、
☎34・0122）
◆第１回（通訳ボランティア育成
講座）
　通訳のボランティアとして活動
するために、通訳に活用できる基
本的な英語表現を学ぶ。
対英検準２級相当以上で、十勝イ	
ンターナショナル協会の国際交流
ボランティアに登録可能な人
日11月13日㈯、15時〜17時
申10月22日㈮〜11月10
日㈬までに、右のW

ウ ェ ブ

EB
フォームから申し込み。
◆第２回（「やさしい日本語」講座）
　外国人とコミュニケーションを
取る「やさしい日本語」を学ぶ。
対とかち国際交流ボランティア
に登録している人や登録予定の人
日11月20日㈯、14時〜16時
申10月29日㈮〜11月17
日㈬までに、右のWEB
フォームから申し込み。

国際交流ボランティア
セミナー

　地場産の生乳や肉を使った加工
方法を学ぶ。
場申問10月27日㈬から各申込期
限までに、電話で畜産物加工研修	
センター（八千代町西４線、☎60・	
2514）へ。
市ホームページID.1005676

◆チーズ研修（約１キログラム）
日①11月27日㈯〜28日㈰、②12
月11日㈯〜12日㈰、いずれも１
日目は10時〜16時、２日目は10
時〜10時30分
定各先着８人　　　￥各3000円
申込期限①11月19日㈮、②12月
３日㈮
◆ソーセージ研修（約250グラム）
日11月21日㈰、10時〜14時
定先着20人　　　￥1000円
申込期限11月12日㈮
◆ソーセージ研修（プレーンほか
全３種、計約700グラム）
日12月５日㈰、10時〜14時
定先着10人　　　￥2200円
申込期限11月26日㈮

ソーセージ、チーズ作り
体験研修

　市内の農家グループ「畑のキッ
チンおびひろ」の会員の皆さんに
よる「みそ作り教室」を開催。地
元産の大豆を使用し、４キログラ
ムのみそを作る。
日12月３日㈮、14時〜16時
場川西農業者研修センター（川西	
町西２線59）
定先着10人　　　￥１人2500円
申問11月１日㈪〜16日㈫までに、
電話で農政課（川西町基線61、
☎59・2323）へ。
市ホームページID.1010024

とかち大平原交流センター
からのお知らせ

場申問各申込期限までに、電話
でとかち大平原交流センター（川
西町基線61、☎53・4780）へ。
◆醤油麹

こうじ

作り体験
　１升分（1.8リットル）の醤油
が作れる量の醤油麹を作る。
対①大人コース18歳以上、②親
子コース親子
日11月20日㈯、①10時〜11時30
分、②14時〜15時30分
定各先着８人(組)
￥１人(組)2000円
申込期限11月13日㈯
市ホームページID.1010019

◆小麦のクリスマスクラフト作り
体験
　小麦の穂や茎を使って、クリス
マスリースや飾りを作る。
対親子（大人だけでも可）
日12月４日㈯、10時〜12時
定先着12組
￥800円(１個)
申込期限11月27日㈯
市ホームページID.1010021

◆十勝の豆を使ったアイピロー作
り体験
　十勝の豆を使ってアイピローを
作る。
対親子（大人だけでも可）
日12月11日㈯、10時〜12時
定先着12組
￥800円(１個)
申込期限12月４日㈯
市ホームページID.1010023

みそ作り教室

対市内在住または勤務地が市内
の人
定電話で問い合わせください。
申問各申込期限までに、帯広消防	
署救急課（西６南６、消防庁舎１
階、☎26・9132）へ。
◆普通救命講習
　出血時の止血法や心肺停止、呼
吸停止時の心肺蘇生法、AEDの使
い方など応急手当を習得する。
日①11月９日㈫、②28日㈰、いず	
れも13時30分〜16時30分
場①消防庁舎（西６南６）、②柏林	
台出張所（柏林台西町２）
申込期限①11月２日㈫、②21日㈰
◆実技救命講習
　１カ月前から前日までに、イン
ターネット上の「応急手当WEB講
習」を受講した人が対象の講習会。
日11月19日㈮、18時30分〜20時
30分
場南出張所（西17南41）
申込期限11月12日㈮

救命講習

児童会館のイベント児童会館のイベント
場申問特に記載がない場合、各申込期間に、直接または電話で児童会館（緑ケ丘２、☎24・2434）へ。

　親子で将棋を楽しく学ぶ。申し込み不要。
対小・中学生と保護者
日11月13日㈯、10時〜12時

　親子で囲碁の基礎を学ぶ。申し込み不要。
対小・中学生と保護者
日11月14日㈰、10時〜12時

　望遠鏡での天体観察。天候不良時は星空解説のみ。
日11月19日㈮、19時〜20時15分
定先着20人
申込期間11月５日㈮〜19日㈮

　子どもも大人も楽しめる面白い実験、楽しい科学
遊びを行う教室。今回は、水性ペン、フリクション
ペン、ホワイトボードペンのインクの特性を実験し
た後に、かわいいカードを作る。
対小学生以上の親子
日11月21日㈰	 、①10時〜11時、②13時15分〜14
時15分、③14時45分〜15時45分
定各先着６家族（最大20人まで）
申込期間11月７日㈰〜21日㈰

　身近なティッシュペーパーとペットボトルなどを
使って、紙漉

す

きをし、すてきなクリスマスカードや
年賀状を作る。
対幼児、小・中学生と保護者。小学校低学年以下
は保護者同伴
日11月27日㈯、①９時30分〜10時、②10時30分〜
11時
定各先着６組
申込期間11月13日㈯〜26日㈮

　幼児から小学生向けの人形劇。11月は十勝人形
劇フェスティバルとして開催。
対幼児・小学生と保護者
日11月28日㈰、①10時〜11時30分、②13時〜14時
30分
定各先着40人
申込期間11月14日㈰〜28日㈰

　ゴムや紙コップ、発泡トレイを使ってかわいいギ
ターやハープを作る。
対幼児と保護者
日12月１日㈬、①10時〜10時15分、②10時30分〜
10時45分、③11時00分〜11時15分
定各先着２家族
申込期間11月21日㈰〜12月１日㈬

◆親子囲碁入門教室

◆星の観察会『月食をみよう！』
◆きらきら人形劇場

◆もっくん教室「かわいい楽器」

◆親子科学実験教室「色々なペンで実験しよう」

◆親と子のエンジョイ将棋 ◆親子おもしろ教室
　「ティッシュペーパーで手作りカード」
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帯広市交通安全市民会議の委員を募集　応募資格など、詳細は問い合わせください。　申 問 11月１日㈪～12月8日㈬までに、応募動機や交通安全に関する
意見などを記入した800字以内の作文と履歴書を、直接または郵送で危機対策課（〒080・8670西５条南７丁目１番地、市庁舎５階、☎ 65・4131）へ。

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

場申問各申込期間に、電話で百年	
記念館（緑ケ丘２、☎24・5352）	
へ。
◆博物館講座「ものがたりの昆虫
９」
　帯広にも関わりのある、いろい
ろな物語に登場する昆虫について
紹介する。
日11月13日㈯、14時〜15時30分
定先着50人
申込期間11月２日㈫〜12日㈮
◆冬の親子陶芸教室
　親子で陶芸を楽しむことを目的
として、冬の親子陶芸教室を開催。
対十勝管内在住の４歳〜中学生
と保護者
日①11月27日㈯、②28日㈰、③12	
月４日㈯、いずれも10時〜12時
定各先着親子で36人
￥親子２人で1200円、３人で1500	
円（白粘土１キログラムを含む）
申込期間11月２日㈫〜14日㈰

健診教室（運動）

　生活習慣病を予防するための栄
養学習と手軽な運動をセットで体
験できる教室。
対特定健診・がん検診申込者
日場▶森の里コミセン（西22南４）、	
11月27日㈯▶保健福祉センター
（東８南13）、12月７日㈫、いず
れも12時15分〜13時
定各先着10人
申問各開催日の10日前までに、
電話で北海道対がん協会帯広出張
所（☎27・2345）へ。
担当課健康推進課

百年記念館の
講座・教室

　保健師、栄養士などが、健診の
結果や健康づくりなど健康に関す
る相談に応じる。
対市内在住の18歳以上
日①11月２日㈫、②18日㈭、いず	
れも９時30分〜11時30分、13時
30分〜15時30分（１人60分程度）
場申問各開催日の前日までに、電	
話で健康推進課（東８南13、保健	
福祉センター内、☎25・9721）へ。

血糖値改善講座

　糖尿病予防をテーマに、食事な
ど生活習慣の改善のポイントを伝
える講座。参加者には、血糖値測
定を行う。
日11月11日㈭、10時30分〜12時
場図書館（西２南14）
定先着20人
申問11月９日㈫までに、電話で
健康推進課（東８南13、保健福祉	
センター内、☎25・9721）へ。

エキノコックス症検診

　採血による血清反応検査を行う。	
結果は約４週間後に通知する。
対小学３年生以上の市民のうち、
過去５年間受診していない人
日11月18日㈭、13時30分〜14時
￥300円（中学生以下無料）
場問健康推進課（東８南13、保健	
福祉センター内、☎25・9720）
市ホームページID.1004868
※エキノコックス症対策について
も、市ホームページに記載してあ
ります。併せてご確認ください。

健康相談

10月20日㈬から予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の開催時間、定員、費用などの詳細は各施設に問い合わせるか、帯
広市文化スポーツ振興財団のホームページ、または総合案内（市庁舎１階）、
各スポーツ施設、各コミセンに配置している
生涯学習情報誌「まなびや」で確認してください。

スポーツ教室スポーツ教室についてのについてのお知らせお知らせ

問帯広の森体育館（〒080・0856南町南７線56番地７、☎48・8912）
　帯広の森市民プール（〒080・0856南町南７線56番地７、☎47・3630）
　帯広の森アイスアリーナ（〒080・0856南町南７線56番地７、☎48・6256）

申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
❶ホームページから…希望の教室を選択し、申し込みフォームから送信
　　　　　　　　　　HP https://obihiro-foundation.jp/
❷直接申し込み………返信用はがきを各施設に持参
❸往復はがき…………「申込時の記載事項」（８頁）を記入
※連続講座は祝日が含まれる場合、開催曜日が変更になる週があります。

開催施設 日程：回数 講座・教室名 対象者 申込期限

帯広の森
体育館

12/６㈪〜翌年２/28㈪
の月曜日：全10回

エンジョイ♪エクササイズ!!
（３回目）

16歳以上の人 11月15日㈪

12/６㈪〜翌年２/28㈪
の月曜日：全10回

背骨コンディショニング
（４回目）

16歳以上の人 11月22日㈪

帯広の森
市民プール

翌年１/13㈭〜３/10㈭
の木曜日：全８回

ピラティス（４回目） 16歳以上の人 12月14日㈫

帯広の森
アイスアリーナ

11/15㈪ 〜11/24㈬ の
月・水・土曜日：全５回

ちびっこスケート教室
（５回目）

小学生の
未経験者

11月１日㈪

講座名 講師（役職）／講座内容 開催日／開催時間 定員
（備考）

第22集
【スクラム十勝シンポジウム2021】

S
エスディージーズ

DGsの実現に寄与する
食料システムの構築へ向けて

各分野の専門家６人

11月２日㈫
13時15分〜15時30分

先着
40人
（Zoom
配信あり）

安定的な食料供給の継続と
地球環境維持などへの貢献
を両立するため、スクラム
十勝の構成機関において実
施している生産・加工に関
わる技術開発の取り組みを
紹介する。

第23集
【知るぽると塾 in 帯広】

医療保険制度・介護保険制度の
基礎知識とその利用方法

徳江　孝一 氏
（金融広報アドバイザー）

11月12日㈮
15時〜16時30分

先着
25人
（Zoom
配信あり）

あらゆるリスクに備えるた
めに、医療保険制度・介護
保険制度について基礎から
学ぶ。

第24集
【消費者講座】

元気なうちに考えたい人生の
しまい方〜生前整理のポイント〜

鈴木　政昭 氏
（合同会社T

トゥッティー

uttiほうゆう　代表社員）
11月19日㈮

10時〜11時30分
先着
50人いつの間にか衰える体力や

気力、判断力。元気なうち
に整理を始めて、これから
の生き方について考える。

第25集
【男女共同参画講座】

一人で悩まないで
〜DV支援について考える〜

駆け込みシェルターとかち 職員

11月19日㈮
19時〜20時30分

先着
40人

国の「女性に対する暴力を
なくす運動」にあわせて、
DVの実態や昨今の相談・
一時保護の状況、シェルタ
ーでのDV被害者支援につい
て学ぶ。

第26集
【釧路高専公開講座　連携】

河﨑秋子の文学

小田島　本有 氏
（釧路工業高等専門学校一般教育部門　教授）

11月20日㈯
14時〜16時

先着
70人

『颶
ぐ

風
ふう

の王』で三浦綾子文
学賞を受賞し、次の『肉弾』
では大藪春彦賞を受賞した
期待の若手作家である河﨑
秋子の文学作品の魅力はど
こにあるのかを考察する。

場とかちプラザ（西４南13）
申問会場受講の場合は各開催日の前日までに、生涯学習文化課（市庁舎８階、☎
65・4192）へ。Z

ズ ー ム

oom受講の場合は開催日２日前までに、市民大学講座ホームペー
ジから申し込みが必要。
未就学児（２歳以上）の託児希望は、各開催日の一週間前までに申し込み。

市民大学講座市民大学講座
市ホームページID.1006968

子 育 て 広 場子 育 て 広 場
場問特に記載がない場合、健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、
☎25・9722）

◆ママと赤ちゃんの相談会
　テーマごとの講話を行い、個別の相談に応じる。時間はいずれも10
時〜11時10分
対妊娠中または１歳までの赤ちゃんと保護者。❶❸❹は第２子以降の
人も参加できますが、１歳以上の兄姉は参加不可
定各開催施設へ問い合わせください。
申各開催日の前日までに、直接または電話で各開催施設へ。

◆11月乳幼児健診のお知らせ
　５カ月児健診、１歳６カ月児健診、３歳児健診の対象者には事前に
個別通知しています。通知が届かない場合や転入された場合など、不
明な点は問い合わせください。

開催日 講座名／開催施設・申し込み先

❶11月５日㈮
ママと赤ちゃんのもぐもぐ食事講座

場地域子育て支援センターあじさい（東９南19、☎67・6231）

❷11月12日㈮
ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

場保健福祉センター（東８南13、☎25・9722）

❸11月18日㈭
ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

場地域子育て支援センターいなだ（西15南40、☎48・2206）

❹11月26日㈮
ママと赤ちゃんのわくわく母乳講座

場地域子育て支援センターすずらん（柏林台西町５、☎36・2388）
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11月３日㈬「文化の日」と23日㈫「勤労感謝の日」もごみを収集します　各曜日収集地区の人は、午前９時までに分別ルールに基づいて、決められたごみ
ステーションに出してください。　問 清掃事業課（西24北４、☎ 37・2311）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

　高齢者を在宅で介護しているご
家族に、心身のリフレッシュをし
てもらうための事業。お寺の静か
な空間の中で、椅子に座ってでき
るヨガを行う。
対65歳以上の要支援１・２、要介	
護１〜５の市内在住の高齢者を在
宅で介護している市民。同居でな
くても可
日11月16日㈫、11時〜12時30分
場浄土宗大然寺（東５南８）
定先着15人
申問11月２日㈫までに、電話で
地域包括支援センター帯広至心寮
（☎24・1150）へ。

担当課地域福祉課
市ホームページID.1004987

令和３年度第４回
帯広市生活援助員養成研修

　「てだすけサービス」の従事者
を養成するための研修。研修の全
課程（12時間）を修了し、てだす	
けサービスを実施する事業所に就
職することにより、生活援助員と
して働くことができる。
対てだすけサービス事業所への
就職希望や予定のある人
日12月４日㈯、10時〜17時、５
日㈰、９時30分〜16時30分
場帯広コア専門学校（西11南41）
定先着20人
￥1000円程度の実費（食材費など）
申問11月29日㈪までに、申込書を
直接または郵送、ファクスで地域
福祉課（〒080・8670西５条南７
丁目１番地、市庁舎３階、☎65・	
4113、Ｆ23・0158）へ。市ホームペ	
ージからも応募可能。申込書は地
域福祉課で配布のほか、市ホーム
ページからもダウンロード可能。
市ホームページID.1009154

家族介護者
リフレッシュ事業

　認知症について正しく理解し、
地域で認知症の人とその家族を見
守る応援者を養成する。認知症の
症状などの基本的な知識や認知症
の人への接し方などを学ぶ。
対市民または市内に通学、通勤
している人
日11月24日㈬、13時30分〜15時
場南コミセン（西10南34）
定先着15人
申問11月22日㈪までに、直接ま
たは電話で地域福祉課（市庁舎３
階、☎65・4113）へ。
市ホームページID.1004989

認知症・家族の集い
「茶話会」

　認知症の人を介護している家族
が気軽に参加し、相談・交流でき
る。介護を終えた人も参加可能。
日11月25日㈭、13時30分〜15時
場グリーンプラザ（公園東町３）
￥100円
問地域福祉課（市庁舎３階、☎65・	
4113）

帯広市公営企業
経営審議会委員を募集

　市の水道・下水道の運営に関す
る事項の審議を行う委員を募集。
対市内に在住または通勤・通学し	
ている20歳以上で、年２〜６回程	
度の会議に出席できる、市が設置
する他の審議会などの委員になっ
ていない人
任期翌年２月22日㈫から２年間
報酬出席１回につき8500円
定選考２人
申問11月19日㈮までに、応募動
機を800字程度にまとめた小論文
と履歴書を、直接または郵送で	
上下水道部総務課（〒080・8670
西５条南７丁目１番地、市庁舎水
道棟２階、☎65・4211）へ。

認知症サポーター
養成講座

　印鑑、マイナンバー確認書類お
よび身元確認書類を持参の上、直
接お越しください。申し込み方法、	
入居者資格、募集住宅などは問い
合わせください。その他、随時受	
け付けをしている住宅もあります。
日11月１日㈪、８時45分〜19時、
２日㈫、４日㈭、８時45分〜17時	
30分
場市庁舎10階第５Ｂ会議室
申問住宅営繕課（市庁舎３階、☎	
65・4190）へ。

11月定期募集分
市営住宅入居者を募集

　①任期付職員（令和４年１月１
日採用予定）と②会計年度任用職
員（令和４年４月１日付採用）を
募集。①は試験案内、②は募集要
項で詳細を確認してください。試
験案内・募集要項は、10月下旬
に人事課や総合案内（市庁舎１階）
に設置するほか、市ホームページ
からも確認できます。
問人事課（市庁舎５階、☎65・4108）
①市ホームページID.1009179
②市ホームページID.1004434

任期付職員・会計年度
任用職員を募集

げんき活動コースチャレンジデー
　介護予防のための運動などを体験。開催場所や時間など、詳細は各事
業所に問い合わせください。
対市内在住の65歳以上

担当課地域福祉課

開催日 実施事業所（電話）
11月２日㈫・23日㈷
・26日㈮ ツクイ帯広Ｗ

ワ ウ

ＯＷ（☎20・1562）

11月10日㈬・16日㈫
・24日㈬ 歩くデイゆるり（☎090・9801・7781）

11月11日㈭・25日㈭ コムニの里おびひろ小規模多機能型居宅介護事業所（☎20・4567）

11月17日㈬・24日㈬ デイサービスセンター太陽園（☎64・5565）

11月18日㈭・19日㈮ 通所介護事業所ふるさと（☎41・8341）

11月20日㈯ ジョイリハ西５条（☎49・3060）

対市内に住民登録があり、令和４年	
４月に小学校へ入学する児童（平成
27年４月２日〜平成28年４月１日
生まれ）の保護者
問学校教育課（市庁舎８階、☎65・4204）

◆入学通知書を10月中旬に送付しました
　併せて就学時健康診断のご案内も同封しています。入学通知書が
届いていない人は、早めに問い合わせください。

◆就学援助に認定されると新入学学用品費が支給されます
　就学援助の対象となる人に対し、入学準備に必要な費用の一部と
して、児童１人につき５万1060円を入学前の２月末に支給します。
　申請書類は就学時健康診断の際に配布するほか、市ホームページ
にも掲載しています。
申11月22日㈪〜翌年１月21日㈮までに、直接学校教育課へ。

　12月から３月までに開催する講座の受講生を募集。詳細は、とか
ちプラザや各コミセンなどに配置してあるパンフレットのほか、とか
ちプラザのホームページなどをご覧ください。

対高校生以上
場申問11月24日㈬までに、
直接とかちプラザ（西４南13、
☎22・7890）へ。

令和４年４月に小学校へ令和４年４月に小学校へ
入学する児童へのお知らせ入学する児童へのお知らせ

プラザ・エンジョイスクールプラザ・エンジョイスクール
2021年度 第３期講座2021年度 第３期講座

種　類 講　座

健康・
スポーツ

Z
ズ ン バ

UMBA＆ウェーブストレッ
チ、背骨コンディショニン
グ、ダンスフィットネス、太
極拳、ヨガ、ピラティス、フ
ラダンスなど

音楽 コーラス、カラオケ教室、ゴ
スペル

書道・絵画 書道、美文字入門、油絵、パ
ステル画

語学 英会話（入門、初級、中級）、
韓国語（入門、初級）

華道・茶道 花ごころ、茶道（裏千家）

趣味・
手工芸

パッチワークキルト、ししゅ
う、ちぎり絵、着物、絵手紙、
ハーブ＆アロマテラピー

料理 家庭料理、美
お

味
い

しい十勝、シ
ェフの簡単料理

パソコン エクセル、ワード、パソコン
の基本操作など

◀とかちプラザ
　ホームページ

市ホームページID.1004718
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11月の燃やさないごみ、有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、11月３日㈬、17日㈬です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、11月10日㈬、
24日㈬です。　問 清掃事業課（西24北４、☎ 37・2311）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

　応募資格などの詳細は、問い合
わせください。
申問自衛隊帯広募集案内所（西５	
南14、☎23・8718）
担当課危機対策課
市ホームページID.1007314

国民年金に関する
お知らせ

問帯広年金事務所（西１南１、
☎25・8113、音声案内２番→２番）
担当課戸籍住民課
◆免除した国民年金保険料の後払
い（追納）ができます
　国民年金保険料の免除・納付猶
予や学生納付特例の承認を受けた
期間がある場合は、保険料を全額
納付した場合と比べて年金額が少
なくなります。
　これらの期間の保険料について
は、老齢基礎年金の年金額を増や
すために、10年以内であれば遡っ
て納付（追納）することができま
す。詳細は問い合わせください。
◆国民年金保険料控除証明書の
送付
　令和３年１月１日〜９月30日
までの間に国民年金保険料を納付
した人には、日本年金機構より控
除証明書が送付されます。年末調
整や確定申告の際に必要となるの
で、大切に保管してください。

自衛官などを募集

　国民健康保険または後期高齢者
医療保険の被保険者で次の事由に
該当し、一時的に著しく生活が困
難になったと認められる場合、医
療機関で支払う自己負担額（一部
負担金）が一定期間減免される制
度があります。詳細は問い合わせ
ください。
対象▶震災、火災、風水害などの災
害により、資産に重大な損害を受
けた場合▶事業の休廃止、失業な
どにより収入が著しく減少した場合
問国保課（市庁舎１階、☎65・4138）

令和３年度帯広市文化賞・
文化奨励賞等表彰式

　令和３年度帯広市文化賞などの
受賞者が決定しました。
帯広市文化賞
池田緑様
金子章様
帯広市文化奨励賞
帯広市郷土芸能平原太鼓様
帯広市文化活動功労賞
山中幸髙様
◆文化賞などの表彰式
日11月３日㈷、11時〜12時
場市民文化ホール（西５南11）
問生涯学習文化課（市庁舎８階、
☎65・4192）
市ホームページID.1005202

国民健康保険・
後期高齢者医療保険の
一部負担金減免制度

　各家庭から庭木のせん定などで出る枝（太さ10センチ未満）を、無
料で受け入れます。持ち込まれた枝は、粉砕機でチップ化し、家畜の
敷料として使用後、堆肥として利活用します。

対市内在住で、乗用車や軽トラックで枝を持ち込むことができる人
（軽トラック以外のトラックや事業者による枝の持ち込みは不可。
幹・根・菜園（園芸）ガラ、枯れ草など枝以外の持ち込みは不可）

日11月６日㈯、10時〜15時
（雨天決行）

問みどりの課（市庁舎６階、
☎65・4186）

●森の里小

受
け
入
れ

場
所

南５線

南４線

西22南5

春駒通

●南商業
　高校
●南商業
　高校中

島
通（アル

バ
ータ通

）

中
島
通（アル

バ
ータ通

）

市民農園
サラダ館●

家庭から出る家庭から出る
「せん定枝」の受け入れについて「せん定枝」の受け入れについて

※�開始時間前に、道路上に
並ぶことは禁止します。
※�比較的空いている午後の
来場をおすすめします。

＜受け入れ場所＞

帯広の森（西22南５）

　皆さんは帯広市に何カ所の遺跡があるかご存じでしょうか。答えは
64カ所。帯広市が位置する十勝平野では、平野部を河川が削りとる
ことで作られる階段状の地形「河岸段丘」が何段にも発達しており、
市内の遺跡の多くはこの河岸段丘の縁辺部から見つかっています。中
でも、北海道で最古の旧石器時代の遺跡の一つである「若葉の森遺跡」
や北海道最古の縄文土器が出土した「大正３遺跡」、105軒もの竪穴住
居跡が見つかった縄文時代はじめの大集落「八千代Ａ遺跡」は、日本
の人類史を語る上で重要な遺跡として全国的にも注目されています。
　さて、意外と知られていないことですが、遺跡は「国や地域の歴史
と文化の成り立ちを明らかにする上で欠くことのできない国民共有の
財産」として、文化財保護法という法律によって守られています。こ
のため、遺跡が所在する土地で土木工事などの開発を行う際には、法
律によって定められた手続きを行い、遺跡の保存について協議する必
要があります。協議の結果、遺跡の破壊が免れない場合には発掘調査
を行うことになります。冒頭で紹介した三つの遺跡もこの手続きの過
程で発掘調査が行われ、その重要性が明らかになりました。
　帯広市では、百年記念館がこれら遺跡保護の業務を担当していま
す。法人・個人を問わず、住宅の建築や道路などの土木工事を計画さ
れている人は、その予定地に遺跡がないか、百年記念館に問い合わせ
ください。

遺跡と法律

文・写真／
百年記念館　　森　久大

八千代Ａ遺跡全景

ふるさとふるさと

見 聞 録見 聞 録

『隈
くま

研
けん

吾
ご

建築図鑑』
著　者…宮沢　洋／画・文
出版社…日経ＢＰ

　今月は、建築に関する本を紹介します。
図書館（西２南14、☎22・4700）問い合わせ

　国立競技場を設計したことでもよく知ら
れている隈研吾氏の建築物を紹介した一冊。
イラストと手書きの文字でポイントや解説
が分かりやすく描かれているため、建築の
知識がなくても楽しく、また、実際に現地
を訪れたような満足感も得ることができます。
　大樹町にあるホテルも紹介されているので、ぜひ一読ください。

図書館のオススメ

キャッシュレス決済が使えるようになりました
　戸籍住民課（市庁舎１階、☎65・4141）と市民税課（市庁舎２階、
☎65・4121）の各窓口で取り扱っている証明書などの交付手数料に
ついて、従来の現金に加え、クレジットカード、電子マネー、スマホ
アプリでもお支払いが可能になりました。
使用できるブランドの種類については、
市ホームページをご覧ください。
問人事課（市庁舎５階、☎65・4108）

市ホームページID.1009843

（表紙画像使用承諾済）
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ロバ隊長便りロバ隊長便り

地域福祉課（市庁舎３階、☎65・4113）
問い合わせ

こんにちは！こんにちは！
僕「ロバ隊長」です。僕「ロバ隊長」です。
認知症サポーターキャラバンの認知症サポーターキャラバンの
マスコット。マスコット。
認知症になっても安心して暮らせ認知症になっても安心して暮らせ
るまちづくりの先頭を歩きます。るまちづくりの先頭を歩きます。

みんなで、心も体も元気に！
　日頃から介護予防に取り組むことで、認知症になることを予防でき
たり、認知症となっても、その進行を遅らせることができるといわれ
ています。そのためには、運動不足の解消や食生活の見直しなどで生
活習慣の改善に取り組むことが重要です。また、サークルに参加して
人と交流したり、趣味を楽しんだり、日々の生活を心豊かに過ごすこ
とは脳の活性化につながります。
　市では 65歳以上の人を対象に、活動を始めるきっかけづくりとし
て「げんき活動コース」を開催しているほか、地域で自主的に活動を
している団体もあるので、自分にあった活動を探してみてください。

認知症に関する情報をお届けします！

問帯広税務署（☎24・2161）
◆税を考える週間
　国税庁では、国民の皆さんに租
税の意義や役割、税務行政に対す
る知識と理解を深めてもらうた
め、毎年11月11日から17日を「税
を考える週間」にしています。
　詳細は、国税庁
ホームページをご
覧ください。
◆所得税及び復興特別所得税の
予定納税（第２期分）の納税につ
いて
　予定納税が必要な人には、６月
中旬に税務署から「令和３年分所
得税及び復興特別所得税の予定納
税額の通知書」が送付されていま
す。この通知書に記載された第２
期分の納税の手続きを、11月30
日㈫までにしてください。

帯広税務署からのお知らせ

対福祉職場への就職に興味があ
る人、学生
場とかちプラザ（西４南13）
問帯広市社会福祉協議会（☎27・
2525）
◆福祉マンパワー活用講習会「は
じめてのアンガーマネジメント」
　福祉職場で役立つメンタルヘル
スケアについて学びます。
日11月７日㈰、13時〜14時30分
定先着30人
申11月５日㈮までに、電話で帯
広市社会福祉協議会へ。
◆福祉職場説明会
　職員採用を予定する福祉職場の
人事担当者との個別面談や就職相
談を行います。22法人参加予定。
当日、直接お越しください。
日11月23日㈷、13時〜15時30分
（最終受け付け15時）

帯広市社会福祉協議会からの
お知らせ

対十勝管内在住のひとり親家庭
の親
場グリーンプラザ（公園東町３）
申問各申込期限までに、電話で母	
子家庭等就業・自立支援センター
（☎20・7751）へ。託児希望者は
申し込み時に連絡ください。
◆ひとり親家庭の無料法律相談会
　離婚、親権、消費者金融など弁
護士による相談会を開催します。
日11月12日㈮、13時〜15時の間
で１人30分
定先着４人
申込期限11月５日㈮
◆メンタルヘルスセミナー～今す
ぐできる！ストレス対処法～
　中岡千香子氏（小春日和）が講
演を行います。
日11月20日㈯、10時〜12時
定先着15人
申込期限11月19日㈮

　北海道内の事業場で働くすべて
の労働者およびその使用者に適用
される北海道最低賃金が改定され
ました。
最低賃金時間額889円
問北海道労働局帯広労働基準監
督署（☎97・1243）

　融雪剤による腐食が原因の車両
不具合、不適切なタイヤ取り付け	
による脱輪事故が発生しています。
　事故を未然に防止するため、日
常点検・法定点検の実施をお願い
します。
問北海道運輸局帯広運輸支局（☎
33・3282）

　帯広河川事務所では、河川内の
樹木を資源として有効利用する観
点から「公募型樹木等採取」を行
います。採取期間や場所など、詳
細は問い合わせください。
問帯広開発建設部帯広河川事務
所（☎25・1295）

母子家庭等就業・自立支援セ
ンターからのお知らせ

みんなチェック！最低賃金

国土交通省からのお知らせ

十勝川に生えている樹木を採取・
利用しませんか

　昭和の馬文化を令和の若者が実
演します。当日、直接お越しくだ
さい。
日11月３日㈷、13時〜14時30分
（荒天中止）
場双葉幼稚園（東４南10）
問十勝どさんこ女子会（☎090・
6412・3369）

　10月22日㈮から配布の募集案
内のほか、随時募集の住宅もある
ので、詳細は問い合わせください。
受付期間11月５日㈮〜８日㈪
抽選場所十勝合同庁舎（東３南３）
申問エーワン・創造設計舎コンソ	
ーシアム（西８南13、☎22・2013）	
へ。

　美術館ボランティアの活動を見
ていただくための見学ツアーで
す。当日、直接お越しください。
日11月７日㈰、10時〜12時
場問北海道立帯広美術館（緑ケ丘	
２、☎22・6963）

　寺町修氏（元日本政策金融公庫
職員）が「十勝アイヌ」をテーマ
に講演します。
日11月13日㈯、13時〜15時
場図書館（西２南14）
問十勝の活性化を考える会・寺町	
（☎080・1887・5543）

　「障がいをもっても夢を追い続	
けて」、「帯広からダイバーシティー	
を考える」をテーマに講演しま	
す。オンライン受講も可。
対障がいをお持ちの当時者と家
族、医療・福祉・行政の関係者
日11月14日㈰、13時〜16時30分
場とかち館（西７南６）
定会場・オンライン各先着50人
申問前日までに、電話で脳外傷
友の会コロポックル道東（☎24・
6974）へ。

北海道和種馬（どさんこ）
を知ろう～駄載披露～

令和３年度第３回道営住宅
入居者募集

第２回帯広美術館ボランティア
しらかばの会見学ツアー

「十勝の活性化を考える会」
講演会

帯広リハビリテーション講習会

市
み ん な

民の掲示板
問い合わせ 広報広聴課

（市庁舎３階、☎65・4109）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
広報おびひろ１月号では、市民の掲示板はお休みです。
　　　　　　　　�なお、２月号掲載の受付締め切りは

12月15日㈬です。

▽帯広市急病テレホンセンター（☎ 0155・26・1099）　▽北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・8699、
携帯電話／PHS ☎ 011・221・8699）休日・夜間の急病は

活動団体を紹介します活動団体を紹介します

軽運動脳の体操

豊成地区で活動している団体「豊成ハッスル
ハッスル」では、『みんな元気になろう』とい
う思いで気の合う仲間が集まり、クイズや軽
運動を通じて介護予防に取り組んでいるよ！

和気あいあいと活動している皆さんの笑顔が
すてきだったよ。
みんなで一緒に取り組むことで、心も体も元
気になれたらいいね！
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市政のお知らせを放送しています
◆�テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
毎日４回放送していて、市ホームペー
ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
（FM-JAGA77.8MHz）９：15〜９：20
おびひろ広報メモ
（FM-WING76.1MHz）９：30〜９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために
「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、FAX 23・0156、
Ｅメール report@city.obihiro.hokkaido.jp）

オビヒロ カメラレポOBIHIRO
CAMERA
REPORT

　新鮮な空気を吸いながら帯
広の森の園路を歩く健康講座

「健康ウォーキング」を取材
しました。
　講座の前半は、ウォーキン
グアドバイザーの吉村先生か
らストレッチや呼吸法、歩く
際の正しい姿勢などを教わり
ました。簡単な心掛けで体の
可動域が広がり、参加者の皆
さんは驚いていました。後半
は、帯広の森・はぐくーむのスタッフによるガイドを交
えながら、１時間程で森の園路約５㎞を歩きました。
　私も参加者の皆さんと一緒に歩きましたが、感染拡大
に伴う外出自粛で運動不足だった体に、程よい距離のウ
ォーキングと、秋の森のさわやかな風や景色がとても気
持ちよかったです。「健康ウォーキング」は次年度も開
催予定です。ぜひ皆さんも参加してみてはいかがでしょ
うか？（10月２日、帯広の森・はぐくーむ）

　保育士資格を持ちながら保
育職場を離れている人や、保
育の仕事に興味のある人を対
象に、保育の基本を学ぶ講義
や市内保育施設の職場を紹介
する「保育職場就労支援セミ
ナーおびひろ」を開催し、21
人の参加がありました。
　参加者からは「ブランクが
長く不安でしたが、職場復帰
が楽しみになりました」「あ
らためて保育士はやりがいのある仕事だと思いました」
などの声が聞かれました。講師の横山青葉保育所長は「こ
れまで出会った子どもたちは、全員私の宝物。魅力とや
りがいがあふれる保育職場で、楽しく一緒に働きましょ
う。かわいい笑顔の子どもたちが皆さんを待っています」
と、呼び掛けました。（10月５日、市庁舎10階）

保育職場で保育職場で
働いてみませんか？働いてみませんか？

秋の森で秋の森で
「健康ウォーキング」「健康ウォーキング」

冬場のヒートショックに注意！！
　ヒートショックとは、急激な温度差により血圧が大きく変動することで、失
神や不整脈、心筋梗塞を引き起こすなど、体へ悪い影響を及ぼすことをいい
ます。
　冬場の入浴では、暖かい部屋から寒い脱衣所に移動して衣服を脱いだとき、
体が寒さに対応するために血圧が上昇します。その後、浴槽に浸かると、体
が温まり血管が広がることによって急に血圧が下がります。このような血圧
の急激な変動がヒートショックの原因です。
　寒くなるこれからの季節は、ヒートショックが起こりやすいので、注意と
予防が必要です。

健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9721）問い合わせ

安 安 メ心 全 モ

ヒートショック対策
◉食後１時間程度空けてから入浴する
◉入浴前後に水分を取る
◉浴室・脱衣所を暖めておく
◉入浴は40℃未満のぬるめのお湯に入り、長湯は避ける
◉浴槽から急に立ち上がらない

寒
い…

特に、高血圧や
不整脈の人、高齢者は

注意してね！

正しく理解し
思いやりある行動を

健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、
☎25・9721）

問い合わせ

コロナ対策のつもりが過剰な反応に
なっていませんか

日常の中で無自覚になされる言動による
差別や偏見に気付きましょう

コロナ差別でお悩みの人へ
■ 新型コロナウイルス人権相談窓口
　 （北海道）

☎011・206・0497
（平日９時～17時）

■ みんなの人権110番（法務省） ☎0570・003・110
（平日８時30分～17時15分）

市ホームページID.1005922その他の相談窓口は、
市ホームページをご確認ください。

◯ウイルスは気を付けていても、誰でも感染する可能性があります
　感染者や濃厚接触者を過剰に避けたり非難したりする差別や偏
見、中にはプライバシーなどの人権を侵害しかねない事例が見ら
れます。相手の立場に立って、正しい知識に基づき、感染者とそ
の家族に思いやりを持って接しましょう。

◯思い込みや過剰反応による差別や偏見をなくしましょう
　特定の症状があるだけで感染を決めつけてしまうことや、感染
者と同じ職場や学校というだけで差別や偏見の対象となることが
あります。思い込みを避けて正しい情報を確認し、科学的根拠の
乏しい過剰な反応は控え、冷静に行動するようにしましょう。

◯�医学的な事由などにより、新型コロナワクチンを接種できない
人もいます
　職場でワクチン接種を希望しないと伝えたら、接種せずに感染
した場合は解雇すると告げられたなどの事例が見られます。接種
していないことを理由に、解雇やいじめなどの差別的な扱いをす
ることは、許されるものではありません。


